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　2014年２月１日付で、静岡市より認知症疾患医療
センターの指定を受けました。厚生労働省によりますと、
2012年の65歳以上の高齢者の認知症有病率は15%

認知症疾患医療センター

とされています。しかも、日本全国の認知症患者数は約
462万人、正常と認知症の中間に位置する軽度認知
障害患者数も約400万人に達していると推計され、認

認知症疾患医療センター長　小尾 智一

認知症が疑われる患者とそのご家族 等
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鑑別診断の後、「認知症療養計画書」を
添付した受診報告書をかかりつけ医に
お送りします。以後はかかりつけ医で
の診療になります。

「初診」「検査」「鑑別診断の結果の説明」
等、３‒４回ほどの外来通院と家族等
の同行をお願いしています。鑑別困難
な病状の場合は、一週間程度の精査入
院をおすすめする場合があります。

＊専門医療相談を受け付けています
　専門医療相談窓口　054-246-4608 ／平日９時～17時
＊受診を希望される場合は、原則としてかかりつけ医の紹介が必要です
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対応します。認知症患者数は膨大であるため、地域の
医療機関、地域包括支援センターとの連携を推進してネッ
トワークづくりに向けた検討を行いながら、認知症医療を
支える人材の育成を行っていく方針です。よろしくお願い
致します。

知症に対する対策は待ったなしとなっています。この認知
症疾患医療センターは、１）専門医療相談の実施、２）
認知症の診断と対応が主であり、認知症の早期発見と
早期治療を主眼にしています。また、内科や外科領域
の身体合併症や周辺症状へも、各医療機関と連携して

　今年の冬は大変厳しく、春の到来を心待ちにしており
ました。しかし、花粉症をお持ちの方には別のつらい日々
をお過ごしと思います。
　花粉症の対策として、マスクやメガネでの防御だけで
なく、薬物治療をされている方も多くいらっしゃると思いま
す。花粉症の諸症状には抗アレルギー薬が使われます
が、この抗アレルギー薬の中にはてんかん患者さんが使
用するにあたり注意が必要なものがあります。多くの抗ア
レルギー薬は抗ヒスタミン作用により薬効を発揮します。
この抗ヒスタミン作用の副作用として痙攣が誘発されるこ
とが判っており、てんかんの患者さんで抗アレルギー薬を
使用して痙攣発作を起こした症例が報告されております。
特に小児においては中枢神経が発達途中であるため、
その影響を受けやすいので、より注意が必要です。抗ア
レルギー薬を服用中の母親の授乳によって乳児が痙攣

を起こしたというような症例もあります。
　具体的に薬剤名をあげるとケトチフェン（商品名：ザジ
テン、ケトテン）はてんかんの患者さんに対しては使用禁
忌となっています。また、クレマスチン（商品名：タベジー
ル）、セチリジン（商品名：ジルテック）、レボセチリジン（商
品名：ザイザル）は慎重投与（十分に注意をして投与）と
されています。また、その他の抗アレルギー薬にも禁忌
や慎重投与でなくても痙攣が報告されているものがあり
ます。
　では、てんかんの患者さんには花粉症に対する薬が
使えないかというと、そうではありません。脳内移行性の
少ない薬剤や別の作用機序をもつものを選択する事も
可能ですし、抗アレルギー薬でも点鼻薬や点眼薬であ
れば問題ありません。詳しくは医師、薬剤師にご相談下
さい。 （薬剤科長　中井 正彦）

てんかんと抗アレルギー薬

Ａ５病棟での
入院生活

副看護師長
原 ひとみ

Q１.
どのような年齢の
方が入院していま
すか？

Q２.
親の付き添いがい
ないと子供は入院
できませんか？

Q３.
入院中は学校の勉
強はどうすれば良
いでか？

Q４.
検査以外の時間は
どのように過ごし
ますか？

　乳幼児から成人までの混
合病棟です。子供と大人が
半分位の割合で同じ病棟で
過ごしています。４人部屋
ではなるべく年の近い方が
同じ部屋になるように心が
けています。乳幼児は療育
活動も行っています。

　身の回りのことなど、看
護師の声かけである程度一
人でき、医師の許可があれ
ば、学童児の単独入院がで
きます。週末の外泊を取り
入れたりしながら、規則正
しい日常生活・社会性や協
調性を身につけるための支
援を行っています。

　県立中央特別支援学校の
院内学級があります。
　小・中学生が対象で、院
内にある教室に通うことが
できます。子ども達が生き
生きとした学校生活が送れ
るように中央支援学校の先
生と協力しています。

　週に1回ずつ、病棟活動
（運動・作業）があります。
運動は理学療法士とともに
リハビリ室や体育館でスト
レッチやバトミントンなど楽
しく体を動かします。作業
は病棟デイルームで季節の
飾りを作ったり、アイロンビー
ズを作成したりしています。

中央支援学校の先生と登校 病棟活動（体育館での様子） 病棟活動（病棟で制作した作品）
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　2014年2月15日・16日に静岡労政会館で全国て
んかんセンター協議会（JEPICA）総会静岡大会2014
が開催されました。JEPICAとは全国のてんかんセン
ターが相互に緊密な連携を図り、議論や研修、情報
交換、医療政策の提言などを行うことで、全国的なて
んかん医療の質の向上を達成することを目的に結成さ
れた協議会です。昨年までは国立病院機構に属する
てんかん外科を行っている施設だけが集まり、「国立て
んかん外科ネットワーク」という会を行っていましたが、
本年からは対象を国立病院機構以外の施設（国立病
院、公立病院、私立病院）に広げ、JEPICAと改称し
ました。本年はそのJEPICAとしての初めての大会とな
り、当院の井上有史院長がその大会長に任命されて
いました。
　昨年の2月に静岡での開催が決定されてから、種々
の準備を行ってきましたが、何分初めての大会であるこ
ともあり、いろいろな苦労がありました。しかし、もっと
も問題となったのは当日の天候で、2月15日は「100
年に一度」、「関東甲信、観測史上1位の記録的な
大雪」であり、在来線、新幹線、航空機が軒並み運
航見合わせをしていました（静岡は全く降りませんでした
が）。そのため、大会の開催自体も危ぶまれたのですが、
数名の演者・座長の先生の到着が遅れたものの、開
始を20分遅らせるだけで、ほぼスケジュール通りにプロ

　昨年A2病棟の職員で取り組んだQC活動が、 独立行政法人国立病院機構東海

北陸ブロックで、平成25年度QC活動優秀賞をいただきました。テーマは『車椅子

を片付けて転倒防止！』です。 以前は病棟内の車椅子の置き方が決まっていなかっ

たので、 病室内が煩雑となり、 患者さまが転倒する可能性がありました。そのた

め、車椅子の置き方を検討した結果、病室内が整理整頓され、患者さまが転倒

しないような対策を行うことができました。QC活動は「できることからはじめよう！」

がスローガンなので、 気負わずに取り組む事ができたと思います。 今後も、 患

者さまが安全に入院生活が送れるよう、 病室内の環境整備を続けていきます。

（副看護師長　村松 亜起 ・ 看護師　鈴木 繁美）

グラムを進めることができました。
　準備段階では参加人数を200名程度と見積もって
おりましたが、生憎の悪天候にも関わらず、何と272
名の方にご参加いただくという非常に盛況な会となりま
した。北は札幌、南は鹿児島まで、計39施設から参
加者があり、計40の演題（指定発言15演題、一般演
題34演題、ポスター1演題）が発表されました。今回
の大会では基本的に医師には発表を禁じ、薬剤師、
看護師、検査技師、ソーシャルワーカー、神経心理士、
作業療法士など医師以外の方々に発表をしていただき
ました。看護における工夫、検査時の安全の確保に
関する工夫、教育に関する問題、薬物・外科的治療
に関する問題、心理社会的な観点からの演題などにつ
いて、多様な討議がなされました。
　2日間にわたる大会でしたが、天候以外には大きなト
ラブルもなく、会の後には多くの参加者から、非常に
参考になった、てんかん医療に携わる意欲が高まった
などの言葉をいただき、事務局としても一安心をしてい
ます。今後もJEPICAの活動に参加することで、全国
的なてんかん医療の質の向上を通じ、てんかんのある
方々の生活の改善に貢献できればと考えています。
　なお、大会の開催にあたっては、当院の多くのスタッ
フの多大なる協力を得ました。この場をお借りして感謝
します。

全国てんかんセンター協議会総会　静岡大会2014　事務局　寺田 清人
全国てんかんセンター協議会総会静岡大会２０１４を開催して

平成２５年度東海北陸ブロックＱＣ活動優秀賞受賞
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　静岡てんかん・神経医療センターの広報誌『あかり』が
発行され10年目を迎えようとしています。昨年よりこの『あ
かり』の一部が中国語に翻訳されインターネットに掲示さ
れるようになりました。これを機会に改めて、静岡てんか
ん・神経医療センターの紹介をしたいと企画しました。ま
ず、第一弾として、静岡てんかん・神経医療センター成
り立ちについて、八木名誉医院長（第５代院長）にお話
を聞きました。

静岡てんかん・神経医療センターが『てんかん』の診療に
おいて日本でも有数の医療機関であると自負しています
が、なぜ有名であるか、また、どのような特徴があるか、
多くの方々に紹介したいと考えています。そのために、
静岡てんかん・神経医療センターの歴史を探り、なにが秀
でているか考えていきたいと思います。まず、てんかん診
療を専門として行うようになった経緯を教えてください。

　昭和49年７月に七夕豪雨と後で呼ばれる大雨が静岡
に降り、病院の前の巴川が氾濫をおこしました。まだこ
ども病院も養護学校もないころで病院が水没し、孤立し
ました。どれぐらい水があがったのか、私はまだ着任して
いないのでわかりませんが、今の外来棟の東側駐車場
にあった院長官舎がほぼ天井に近いところまで水没し、
当時の院長先生はボートで救出されたと聞いています。
外来にあった検査器具などはほとんど水につかり使えなく
なったそうです。この七夕豪雨のため静岡東病院（現：
静岡てんかん・神経医療センター）は、壊滅的な被害を
受け、『今後どうするか』、廃止するのか、継続するのか、
当時の厚生省（現：厚生労働省）国立療養所課内で検
討されていました。その当時の大谷藤郎国立療養所課

長は毎朝出勤すると患者さんの団体から送られた手紙や
新聞のようなものに目を通すことを日課とし、そこに厚生
省国立療養所課課長補佐を兼任されていた清野昌一先
生（第４代院長）が書かれた『ヨーロッパのてんかん施設』
についての記事があり、「日本のてんかん治療施設は精
神病院だけで『デイケア的な、開放的な、生活に密着し
たもの』でない。」ことを嘆かれていたそうです。そこで早
速、清野先生に「もう自分は課長として３年目になり時間
がない、作るなら一日でも早くやらなければ間にあわない。
あなたの言う理想的てんかん施設を日本に作ろうではあり
ませんか。」と持ちかけ、その候補地には水につかった
静岡東病院があげられ、これが『てんかんセンター』となる
きっかけとなりました。

当時の静岡東病院の状況と清野昌一先生の理想が厚生
省の大谷国立療養所課長のところで相まって『てんかん
センター』が理想から現実へ歩み出したのですか？

　清野先生は当時武蔵療養所（現：国立精神・神経医
療センター）に勤務されていたが、同療養所院長であっ
た秋元波留夫先生、同療養所に勤務されていた和田
豊治先生（第３代院長）を加えた４名を中心に、実に多く
の方々の積極的なお力添えを得て「てんかんセンター」が
推進されました。和田先生は日本を代表するてんかんの
専門家で国際的にも有名な先生であり、静岡てんかん・
神経医療センターが難病（てんかん）基幹施設に指定さ
れた際の院長ですが、「我国に在来のてんかん観念が伝
来したのは大化の改新時点で、以来、千有余年、ずっ
と忌まわしい病として忌避されてきました。今ここに厚生

　今日は２月３日、A４病棟の節分の会の日です。会場のデイルームには、何が始
まるのか不思議そうな子、わくわく笑顔の子。先生のかけ声で、子ども達は様々な
表情で集まります。「ふ～ん節分って、悪い鬼を豆で退治して、春をお迎えする日な

んだ！と、先生の話で少しお勉強したら、「まめまき」の歌でみんなで手遊びです。おにはそと～♪ふくはうち～♪ぱらっ
ぱらっぱらっぱらっ♪まめのおと～♪指で頭に鬼の角を作ったり、豆を撒くようにお腹を触ったり、まだまだドキドキ真剣
な表情の子もいるけど、みんな一生懸命に先生のまねっこ。弾むようなピアノのリズムと子ども達の声で、楽しい雰
囲気になってきました。手遊びが終わったら、さぁ、いよいよ本物のお豆を貰います。この日のために一人一人準備
した、お手製の升に豆が配られていきます。じゃらじゃらじゃら、いい音が響いて、準備は万端。元気に豆をまくぞ～

みんなでおにをやっつけろ!

静岡てんかん・神経医療センター
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省が本てんかんセンターを設立し、国の医療体制の中
に確かに受け止めました。これはかつてのハンセン病の
それに匹敵する、一大壮挙と私には思われます。」と回
想されています。また、「国立がんセンターに準じて当院を

『国立てんかんセンター』と改称し、もって前向きに進む
べき」と願われていました。てんかんの疾病を持った人々
が受けているてんかん疾患に対する誤った因習と世間の
誤った常識を正し、てんかんの疾病を持った人々へ一貫
した治療の提供へさらなる理想を持って願ったものです。

今日、日本国中にてんかんセンターがありますが、静岡
てんかん・神経医療センターの特徴はどのように思われ
ますか？

　昭和50年４月に、てんかん基幹施設に指定されまし
た。当時、カナダ、バンクーバーで世界最先端のてん
かん診療をされていたJAワダ先生の所に留学していた先
生をはじめ、北海道大学小児科・精神科、鹿児島大
学脳神経外科・精神科、名古屋大学小児科などいろい
ろな大学から、大学の垣根を越えて多くの優秀な先生方
が赴任されてきました。現在も『日本てんかん学会認定医』

『てんかん専門医』の資格を有する先生が13名程在籍
していますが、この人数は日本一です。これは何よりの
大きな財産です。
　次に正確な診断をするための検査機器の豊富さでしょ
う。昭和50年10月に我が国２号目の発作脳波同時観
察記録装置が導入され、翌年には２台目と次々に装備さ
れ、昭和56年には発作自動追尾装置が世界で初めて
作成されました。今では長期脳波ビデオ同時記録装置

の台数は19台となり、日本だけでなく世界でもトップクラ
スの台数となっています。これにより、発作時ビデオで
患者さんの発作の様子を記録することが可能となり、よ
り正確な診断ができるようになっています。
　また合理的薬物治療を目指して、抗てんかん薬血中
濃度測定が昭和51年からはじめています。外来患者に
受診即日に血中濃度の結果を提供し、治療できるように
なりました。放射線科にはCT装置をはじめ、脳血管造
影装置、MRI装置、核医学検査装置が導入されています。
　作業療法は、昭和56年から始まり、入院・外来の
患者に対して行われました。ここで得られた結果が、障
害者福祉法の成立、障害者雇用率へのてんかんをもつ
人の臨床的基礎データとなり、大いに役立ったのです。
　また同年、当院に臨床研究部が設置されました。当
時は、臨床研究と共に動物実験もキンドリイングてんか
んモデルを使用して盛んに行われていました。今でも『て
んかんの原因遺伝子の研究』を始めさまざまな研究が行
われていると聞いています。
　てんかん外科（脳神経外科）は昭和58年から行われて
います。今でこそ、多数の病院でてんかん外科手術が
行われていますが、当時はまだまだ珍しく貴重な存在であ
りました。今でも年間70件程のてんかん外科手術が行
われていると聞いています。
　静岡てんかん・神経医療センターはすでに約40年に
ならんとする歴史をもつてんかんセンターです。この施設
は世界的にも有名な施設です。まだまだ、知らない方々
もいると聞き、その成り立ちと始まりを簡単にお話しました。

…と思ったら、｢ウォー！｣と大きな声と足音と共に、赤鬼と青鬼がやってきました。
こわ～い顔と声に、子ども達はビックリして、逃げたり泣き出す子も。それでも
勇敢に、｢おにはそと～！｣と元気に鬼に向かって豆を投げ、子ども達は鬼を退治
しようと力いっぱい頑張ります。こわい鬼達も、次第に力が弱まっていきます。
最後は、せーの、のかけ声で、みんなで力いっぱい「おにはそと～！」鬼もこれはたまらず、逃げろ～と退散していきました。
無事に鬼を退治して、真剣だった子ども達はほっと一安心の表情。すると、鬼がいなくなったA４病棟に、福の神様
がやって来て言いました。「みなさんのおかげで、悪い鬼はいなくなりました。ありがとう」鬼退治のお礼に、福の神様
からおいしいお菓子をもらって、子ども達の表情に一足早い春がやってきたようでした。暖かい春はもうすぐ。豆まき、
がんばって良かったね。 （保育士　北林 由比）
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　１月19日（日）清水区の蛇塚グランドは晴天に恵まれ
た。朝の太陽がグランドに注ぎ海はキラキラと光ってい
た。時々曇り空になることもあったが絶好のサッカー日和
となった。私たち選手17名は（院長先生を含めた諸先
生方7名、看護部4名、リハ科3名、療育科1名、庶
務科1名、訪問教諭1名）は紫のユニホームに身を包み
笑顔に満ち溢れていた。今日5試合をこなす過酷さを知
る余地もなく。
　にこやかに試合が始まった。相手は清水区医師会若
手チーム。「なせばなる！」「若い衆には負けられん！」「気
合だ～！」私たちの眼の色は試合の経過とともに変わって
いった。しかしその直後一瞬足が止まり死守していた鉄
壁のゴールが奪われた。「やるじゃね～か」とヒートアップし
てきた私たちはさらに気合が入った。猪突猛進、七転び
八起き、初志貫徹、気合だけはどこにも負けず何度も攻
め込んだ。そしてついに来た絶好のチャンス、私たちの
夢をのせたボールは一直線に相手ゴールへと吸い込まれ
ていく。「よし！いった！」と思ったその瞬間、バッアーンと
キーパーのファインセーブ。ボールは弾き飛ばされた。「無
念！」相手を褒めるしかなかった。気持ちを切り替えた私た
ちはその後も一丸となり戦い続けたが、相手の厚い壁を
突破することができず完敗のスタートとなった。
　最終５試合目の相手は東海大学医学部OBチーム。

先行されたが私たちは諦めなかった。ゴールキーパーの
体を張ったプレイに勇気をもらい反撃に転じた。ここまで
かとだれもが思った瞬間、中盤でボールをキープした仲間
が一人二人と相手をかわし、最終デイフェンダーまでもす
るりとかわしたその瞬間、猛烈に右足を振りぬいた。弾
丸は今までの鬱憤を蹴散らすかのように一直線にゴール
右隅に吸い込まれた。「よっしゃ！やった！」「カッコイイ～！
ザッキー！」「お前のそのゴールが見たかった！」声援とも罵
声とも思える大声に回りの応援団は大いに盛り上がり、
私たちは奪取したゴールに酔った。結果は健闘むなしく
完敗ではあったが、「終わりよければ全てよし」と切り替え
た私たちは、試合終了後まるで優勝したかのような笑顔
とやりきった満足感にだれもが浸っていた。
　今回私たちは「チーム・エピーズ」として戦い、職種間
を超えたコミュニケーショ
ンを深めることができまし
た。チーム結成からご協
力いただきました院長先
生をはじめ、ご支援いた
だいた全ての皆様に感
謝申し上げます。

ドクターサッカー実行委員
B1副看護師長　山竹　寿享

Shizuoka Epiees 大健闘 皆様のご声援ありがとうございました

経験の少ない方、育児等でブランクのある方でも心配はご無用です。「じっくり患者様と

関わりたい」「ゆとりのある看護をしたい」とお考えの方、ぜひ当院で働いてみませんか？

相談、見学等随時お受けしております。お気軽に看護部長室までご連絡ください。

TEL ● 054-245-5446　　　　E-mail ● kango-bu@szec.hosp.go.jp

①常勤職員：病棟勤務　夜勤有り　　　②非常勤職員（外来、通所事業、病棟）

看護師さんを募集しています!



月 火 水 木 金

第１０診察室 杉浦 小尾 小尾 小尾

第１１診察室 馬場國

　月　 　火　 　水　 　木　 　金　

第１診察室 中　村 ４月まで 山　崎 臼　井桂 山　崎 臼　井直

第２診察室 久保田英 久保田英

第３診察室 今　井 井　上 松　田

第４診察室 鳥　取 日　吉 日　吉

第５診察室 池　田仁 池　田浩 池　田浩 寺　田清 寺　田清

第６診察室 芳　村 芳　村 松　平

第７診察室 荒　木 那　須

第８診察室 西　田 高　橋

第９診察室 重　松 大　谷 大　谷
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　ＡＫＡＲＩ　あかり

医療連携室のご案内

医療機関間のコミュニケーションを円滑に

行なうために、医療連携室（予約センター）を

設置しています。ご利用ください。（平日）

ＴＥＬ■０５４-２４６-４５８０（初診）

０５４-２４６-１０６５（再診）

ＦＡＸ■０５４-２４６-４６０７

予約センターの受付時間
●９：００〜１２：３０　●１３：３０〜１７：００

Ｅ-ｍａｉｌ■renkei@szec.hosp.go.jp

当院では、脳波、筋電図、誘発電位、脳磁図、

終夜ポリグラフ、ＣＴ、ＭＲＩ、ＳＰＥＣＴなどの

検査が可能です。共同利用も可能です。

上記、医療連携室にお問い合わせください。

広 報 誌 編 集 委 員 会

編 集 人■

寺田	 清人	 高嶋	 春美	 鈴木	 淑夫	

高橋	 昌明	 仲野	久美子	 傍島	 隆	

中神	 基充	 堀田	 真子	 高橋	 輝	

山﨑	 陽平

発 　 行■平成２６年４月７日

国立病院機構

静岡てんかん・神経医療センター

〒４２０-８６８８　静岡市葵区漆山８８６

Ｔ Ｅ Ｌ■０５４-２４５-５４４６

Ｆ Ａ Ｘ■０５４-２４７-９７８１

Ｕ Ｒ Ｌ■http://www.shizuokamind.org

Ｅ-ｍａｉｌ■shizuoka@szec.hosp.go.jp

随時

随時

適宜

随時

小尾

小尾

高橋、小尾

池田仁

転倒予防外来

物忘れ外来

遺伝相談

禁煙外来

再来診療は予約制です。予約が出来ない場合は午前中にお越しください。

てんかん外来再診の診療体制

て ん か ん 科 午前の診療時間は８：３０〜１２：００　午後の診療時間は１３：００〜１６：３０

神 経 内 科 特 殊 外 来
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はじめて当院を受診される方へ

◆診察は予約制になっています◆

当院へのアクセス

てんかん情報センターのご案内

てんかんに関するさまざまな情報を集積した
センターが外来棟１階にあります。
どうぞご利用ください。次の活動を行っています。

❶　てんかんに関する書籍・雑誌・ビデオなどの閲覧・貸し出し（自己学習）
❷　ホームページによる情報提供　http://epilepsy-info.jp/
❸　てんかん協会との連携　　❹　医療などの相談（予定）

ａｃｃｅｓｓａｃｃｅｓｓ

１	 受診のための手続きは…
予約制は、ご本人・ご家族から当院医療連携室

（０５４-２４６-４５８０）へ、あるいは主治医の先生から

当院医療連携室へ申し込んでください。その際、

ご本人の氏名・性別・生年月日・住所・電話・保護者

氏名をお尋ねいたします。電話をいただきますと、

その場で受診日を決め、折り返し当院からくわしい

書類をお送りいたします。

２	 セカンドオピニオンについて
セカンドオピニオンもお引き受けいたします。

３	 紹介状について
現在すでに病院へかかっておられる方は、

主治医の紹介状があることが望ましいですが、

なくても結構です。紹介状がない場合は別途費用

（２,６２５円）がかかりますので、ご了解ください。

病院からの資料もあれば望ましいですが、なくて

も結構です。

４	 緊急を要する時は…
受診日は病状に応じてできるだけ対応いたしま

すので、緊急を要する時はその旨をご連絡ください。

バスを
ご利用の場合

●ＪＲ静岡駅前、北口バスターミナル５番線より静岡

鉄道バスにて、こども病院線「６７こども病院・

神経医療センター」行に乗車、終点の“静岡神経医療

センター”で下車。全所要時間は約３０分。

片道料金は大人３５０円、小児１８０円。

タクシーを
ご利用の場合

●ＪＲ静岡駅前（北口）より乗車。

所要時間は約２０分。料金は２,２００円程度。

お
車
の
場
合

東京
方面から

●東名高速清水インターより、静清バイパスを静岡

方面に向かい、千代田・上土出口から流通センター

通りを北へ数分。所要約２０分。

●御殿場ＪＣＴで新東名高速へ乗換。新東名高速新静岡

ＩＣより、案内板に従い直進。所要時間約７分。

名古屋
方面から

●東名高速静岡インターより、国道１号線を清水方面

に向かい、長沼交差点を左折、流通センター通りを

北へ数分。所要約３０分。

●三ヶ日ＪＣＴで新東名高速へ乗換。新東名高速新静岡

ＩＣより、案内板に従い直進。所要時間約７分。

本

●新てんかんテキスト〜てんかんと向き合うための本【南江堂、2012年】
当院の59名のスタッフが、医学から生活にいたるまで、乳児から高齢者に至るまで、てんかんをめぐる種々
の側面をとりあげ、わかりやすく解説しています。

●小児てんかん診療マニュアル【診断と治療社、2012年】
てんかん診療の基礎知識、鑑別診断と治療のポイント、患者・家族への説明に至るまで、診療場面で実践的
に役立ちます。改訂第２版増補版。

新静岡I.C 新東名高速道路 御殿場JCT→

←三ヶ日JCT

安倍街
道

麻機街
道

唐
瀬
街
道

流
通
セ
ン
タ
ー
通
り

GS
観山
中学

流　通
センター

静清中央
卸売市場

県　立
こども病院

巴　
川


